
令和6年2月15日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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Ｃ

Ａ

４：

８０％
以上

Ｄ

３：

７０％
以上

B

【これまでの取り組みと改善策】

・養護教諭、各担任を中心に「早寝・早起き・朝ご飯」月間の呼びかけを行った。また、学級活動や、
総合的な学習の時間においても望ましい生活習慣について扱った。
・保健だよりなどの各種たよりでの啓発活動を行った。

・給食指導、各教科において食の大切さの指導を行った。また、給食指導時の放送で献立について
の説明を、栄養面や文化・風習の観点から行っている。
・給食指導は各学年教員が全員で行っている。また、フードロスをなくすように取り組んでおり、成果
が見られる。

・生徒アンケート「前年度より体力、持久力などが向上した。」肯定的回答68.0％
・体力の低下傾向が見られ、生徒アンケートにも結果として表れている。運動系部活動に参加してい
る生徒以外において、運動をする機会は体育の授業が中心となる。運動の機会を拡充していくため
に、昼休みの外での活動を推進していくとともに、生涯スポーツに繋がる取り組みを行っていく。
・部活動は生徒の負担過重とならないよう、平日４日、土日１日を原則として活動している。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

保護者アンケートで

　
「学校は学力の
定着のために

授業を工夫して
いる。」

　
　の肯定的回答

の割合

生徒アンケートで

　「前年度より
体力、　持久力
などが向上し

た。」

　の肯定的回答
の割合

Ａ

生徒アンケートで

　「授業はわか
りやすい。」

　の肯定的回答
の割合

1

Ｃ

11

Ｂ

9

3

３：

７０％
以上

２：

６０％
以上

２：

６０％
以上

１：

６０％
未満

生徒アンケートで

「学校のきまり
や社会のルー
ルを守ってい

る。」

　の肯定的回答
の割合

目標に対する成果指標

２：

70％
以上

４：

８０％
以上

4

４：

９０％
以上

４：

９０％
以上

３：

８０％
以上

２：

７０％
以上

学校関係者記入欄

11

1

令和５年度　大田区立東調布中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
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ン
３
　
豊
か
な
心
の
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成

◆学校規模　・全校生徒数　２９３名　　・学級数　通常学級９学級、特別支援学級３学級　　・教員数２４名（校長・副校長・養護教諭含む）
◆学校の特色　①生徒会とJRC（青少年赤十字）が中心となり、ボランティア活動が盛んである。
　　　　　　　　　　②部活動については、運動系が１０部、文化系が６部、合計１６部活と数多く開設している。
　　　　　　　　　　　特色ある部活動としては琴・三味線部、華道部、チアリーディング部等がある。
　　　　　　　　　　③学校支援本部と学区域５町会が学校に対して大変協力的で、日常的に緑化活動が行われている。

1

1

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4
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保護者アンケートで

　
「学校は、学校
行事などに地
域の協力を得

ている。」
　

　の肯定的回答
の割合

地域行事への参加を促し、地域の一員と
しての自覚を持たせる。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【これまでの取り組みと改善策】

・保護者アンケート「学校は、学校行事などに地域の協力を得ている。」肯定的回答88.5％

・保護者、地域に対し生徒の活動を、学校だよりや学年だより、ホームページなどで発信することがで
きた。
・ホームページは月１回は必ず更新するようにした。ただし、古い情報もそのまま残っている状況があ
るため、ホームページ上の情報整理が必要である。

・地域教育連絡協議会を年間複数回実施し、学校と地域の間で情報共有を図ることができた。学校
からの情報だけでなく、地域行事の情報も共有することができた。

・学校支援地域本部の協力により、校内の緑化や、補習教室の運営支援を実施した。
・学校支援地域本部の活動が計画的、継続的に行われている。

・コロナ禍以後、今年度は地域行事の実施が回復しつつある。これに伴い生徒の地域行事参加の機
会も増えてきた。参加単位は部活動や生徒会、生徒有志と幅広いが、地域の一員としての自覚を持
たせるために、全校生徒に参加を促すことができるようにしていきたい。

・今年度嶺町文化センター祭りに三味線部が参加できずに残念でした。毎年楽
しみに観に来て下さる方々もいらっしゃいます。地域で行事予定が合わせられた
らよいなぁと思いました。

・地域行事に積極的に参加して頂き感謝しております。

・今年度は地域との関わりが戻りつつあり、外での活躍の場が増えてきました。
今後も継続していけると地いきの学校としてますます活発になっていくと思いま
す。ＨＰはほとんど見ていませんでした。見てみます。

・プラン６　ようやくコロナ禍が過ぎ、各種行事も日々盛んとなって行く中、行事が
多くなったことにより、学校と家庭と地域との活動が増え、コロナ禍前のような協
働イベントも多くなっています。特に各学校関係先ともに行事・イベントが増え、
ボランティア活動が少なくなっているのが事実です。その他、学校防災拠点活
動、学校地域支援本部等の活動は子どもを育てる仕組みの一助とすることは非
常に良い事ですが、今後学校行事や改装、部活等の幅が広がり、発表や活動
の場が減る事は否めない事実です。その様な中で当地域では大田区の目標に
沿い、
　①平成２６年のスポーツ宣言都市
　②令和５年のSDGｓへの取組み
　③その他：３桁１００歳への取組み
　　　　　　　　文化・スポーツへの多面的取組みを通し
●学校・家庭・地域が一体となったワンチームで地域活動を推進して行っており
ます。

・校長先生、副校長先生共地域との交流を積極的に心がけていらっしゃる様に
感じられました。

・地域と学校との関わりについて、地域側の一員として当事者であるが、どちら
かと言えば歯がゆさがあります。学校側（生徒含む）と地域側それぞれの思いが
すこし喰い違っているような気がします。したがって評価は不可能としました。

・生徒は、地域行事に積極的に参加していると思う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：

８０％
以上

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：

７０％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

2

２：

６０％
以上

１：

６０％
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

生活面での指導が必要な際は、生徒の心
情に寄り添いながら、毅然とした姿勢で行
う。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

ICT機器の利活用についての校内研修を
行い、研修で得た手法を授業に生かす。

１：

70％
未満

4

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

2

4

Ａ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

Ｄ

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

・授業のない日に補習教室実施の時、もっと生徒が参加利用し
てくれるとうれしいですね。

・補充学習の強化に依り、一人一人の学力向上に今後も取り組
んでいって下さい。

・授業では学力はとても効率的についていると思う。生徒も意欲
的に取り組んでいます。タブレットも活用しているようで、使い方
もすっかり手なれていてびっくりします。

・プラン２　デジタル化が進む中、不足するコミュニケーションを
アンケートを元に個人対応したり、特定科目の補充対応したりし
生徒一人ひとりの学びを高め確かな学力を定着させることは素
晴らしいことだと思います。さらにこれからの授業に必要なユニ
バーサルデザイン化を目的に授業用環境の組立方針に「分かり
易い授業対応すること」は非常に有益なことだと思います。

・「先生方の授業はわかりやすい」肯定的回答９１．１％はとても
高い数字であんしんしました。補習教室の充実はぜひ進めて
行って欲しい取り組みです。

・学校地域力支援が上手く機能していると思う。

【これまでの取り組みと改善策】

・生徒アンケート「先生方の授業はわかりやすい。」肯定的回答91.1％
・学習カルテ、各学期末に実施する学期の振り返りをもとに、面談を実施した。面談にあたっては学校
生活調査やQU調査の結果も参考にし、生活の様子についても話題とした。
・数学、英語に関して補充学習が必要な場合、面談で補習教室への参加を促した。
・今後も生徒の生活面、学習面での支援ができるよう面談を継続していく。

・学校支援地域本部と学習補助員の協力のもと、平日及び土曜日に補習教室を実施した。
・参加希望調査配布時に担任から参加をうながした。また、実施直前の参加希望にも対応し、学習機
会の拡充を図った。
・定期考査前の補習教室参加者は多いが、そうでない場合の参加人数が少ないため、次年度は定期
考査前の実施日を増やす。

・大田区学習効果測定や定期考査、授業の中での状況などを分析し、授業改善推進プランを各教科
で作成した。区学習効果測定は、昨年度の取り組みが結果に大きく影響している事に留意し、授業の
改善を計画し、実行した。授業改善の方策の検討とその効果の考察を今後も継続する。

・生徒アンケート「タブレット端末を活用した授業はわかりやすい。」肯定的回答86.6％
・生徒アンケート「先生方の板書や電子黒板の掲示はわかりやすい。」肯定的回答90.0％
・学習用タブレットに導入されているアプリの効果的な活用方について校内研修を実施した。
・授業のユニバーサルデザイン化を目的に、授業環境の整え方、授業の組み立て方、生徒に対する
指示等について校内研修を実施した。
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Ｂ

Ｃ
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１：

６０％
未満

・教職員、生徒が協力して学校をより良くしていこう
としている様子はよく伝わってきます。ルールも守っ
ている子が多く、何か問題があれば、指導もきちん
と入っている様子です。

・他校との情報共有を積極的に行い、組織的に対
応できている事は今後も取り組んで行って下さい。
「学校のルール」「社会のルール」を一人一人が
守って行く事の重要性、大切さを向上させて下さ
い。

・プラン３　私共地域住民として学校での参観や校
外での生徒のマナーはルールをしっかり守り、近所
でも評判の自慢の学校です。しかし最近の社会問
題は「いじめ」が増え「不登校」の生徒を増やさない
子ども一人ひとりの正義感や自己肯定感、自己有
用感などを高め、豊かな心をはぐくむ為の「挨拶運
動の推進」非常に有益なことであると思います。又、
道徳教育の指導充実や学校いじめ基本法に沿って
いじめの未然防止、早期発見のための取組みの実
施、通常校内の様子の分からない私共地域住民に
とって大いに実施をお願いしたい。

・学校や社会のルールを守っていると思う。

・規則正しい生活習慣の取り組み及びフードロスに関心を持つ取り組みに指導
を期待します。

・「早寝・早起き・朝ご飯」に関しては、家庭での指導？習慣も大切であると感じて
います。給食指導は大変ありがたいです。給食が苦手な娘も、頑張っているよう
です。部活を引退したあとの運動には少し不安を感じます。学校でたくさん活動
してくれると助かります。

・プラン４　昨年５月にコロナ規制が緩和され、学校教育の体育祭や部活でも多く
の活動が目立ってきています。その様な中で、日本のスポーツも国内外で活躍
されております。然しながらこれら運動と健康アップの必要性は明白であります
が、今後の学校改築等により、その対応は大変難しい面があり、最大限の安全
性と６０年先を見込んだ対処お願いしたい。又、基本的健康管理については、
「早寝、早起き、朝ごはん」月間の取り組みは必要不可欠であり、期待していま
す。結果として区内では３桁１００歳の健康も目標の中にあって生涯スポーツに
つながる取り組みはこれからの時代、非常に大切な取り組みであると思います。
大田区では平成２６年にはスポーツ宣言都市を宣言し、スポーツの充実を図っ
ております。

・「早寝・早起き・朝ご飯」は本来は家庭でやるべきことと思いますが、改めて呼
びかけを行ったことは保護者の啓発には役立ってたことと思いました。

・学生の体力向上や部活動に力を入れていただければと思います。

・先生方の日々の努力に感謝致します。東嶺祭に
部員の少ないコーラス部の出場生徒の意思を尊重
して頂き有難うございました。

・各教科、工夫して授業を行っていると感じます。生
徒間交流も多く、意見を言い合ったり、発表する機
会も多く活発だなと思います。受け身の授業が少な
くなってきていて好感がもてます。

・プラン５　各行事は今年度はコロナ禍の制限解除
があり、運動習慣は、これからの学校教育の中でも
非常に大切なことであり、それこそ今年の運動会で
も素晴らしいチームワークであり、これひとえに校長
先生始め教職員・関係者皆さまのご尽力によるもの
と大きな感謝をしております。再度のお願いになり
ますが、今後の学校改築に関する為の地域とのコ
ミュニケーションやその他健康対策も宜しくお願いし
ます。

・指導教員のＩＣＴ機器活用は毎年向上しているよう
に思う。
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【これまでの取り組みと改善策】

・生徒アンケート「私は学校のきまりや社会のルールを守っている。」肯定的回答95.0％
・小中一貫教育の会において連携小学校（東調布第一小学校・嶺町小学校）と生活指導の現状や取
り組みについて情報共有を行った。
・学校のきまりを再確認し、誰もが納得できるきまりづくりを行った。
・学校内での標準服の着こなしについて生徒会主導による変更を行った。
・教職員を対象とし、生徒に対しての適切な指導についての研修を実施した。

・学校生活調査やQU調査の結果を分析し、各生徒のストレス症状や学級毎の特徴の把握に努め、
面談や学級経営に活用した。

・生徒間トラブル発生時に迅速な対応を心がけ、いじめと判断されるものについては、人権教育の観
点での説諭を行った。
・対応時には複数名の教職員で対応し、組織的対応を徹底することができた。今後も情報共有を密
にし、組織的な対応をしていく。

・週1回の相談部会において生徒の情報共有を行っている。また、相談部会での報告事項は全教職
員に共有する体制ができている。この体制を継続していく。

・生徒の指導時には複数の教員が役割分担をし、指導が適切に行われるようにしている。
・生徒の心情に寄り添い、生徒の話を傾聴するよう、指導方針を定めている。

3

4

4

【これまでの取り組みと改善策】

・保護者アンケート「学校は子どもの基礎的・基本的な学力の定着のために授業を工夫してい
る。」肯定的回答82.4％
・毎回の学校公開では参観者にアンケートを実施し、授業者に還元している。
・年間計画に基づき、校内研修を実施している。今年度の研修主題はICT機器の活用、及び特別支
援教育の観点からの授業づくりである。後者についてはより一般化し、誰に対してもわかりやすい授
業づくりを目指し、授業のユニバーサルデザイン化の研修とした。
・授業改善セミナーをはじめ、指導教諭の模範授業参観を全教科で行うなど、研修の機会を多くもつ
ようにした。
・学校全体での研修以外に、各教職員が必要な研修を受ける機会を拡充していく。
・特別支援教育推進のための校内委員会は、毎週行うことができた。

３：

８０％
以上

２：

７０％
以上

１：

70％
未満
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プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

生徒アンケートで

　「人のいやが
ることをし　た

り、言ったりして
いな　い。」

　の肯定的回答
の割合

４：

90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

3

・先日、授業参観でちょっとした実験をしていました。体験するの
は記憶に残り易いと思うので大切な事だと思います。

・タブレット端末を活用し、生徒一人一人が効率よく学習出来る
指導に期待します。

・ＡＬＴ教育については、あまり娘から聞いたことがなく、授業を
拝見したこともありません。様子を見てみたいと存じます。
道徳授業にはとても関心があり、どの程度生徒の心に響いてい
るのか気になります。ちょくちょく耳にする生徒間トラブル、こちら
も学校にどの程度伝わっているのかどうか気になるところです。
親がどこまで介入してよいのかも悩みます。

・プラン１　昨年5月8日にコロナの制限が緩和し、多くの活動が
アフターコロナと移行しています。そして活動しています。加えて
デジタル庁のの設置と児童へのタブレット配布により先生も生徒
も大変苦労していましたが、今は皆さんしっかり頑張っていま
す。これも偏に先生、関係者の皆さんの教育の賜物と感謝して
います。また、人が嫌がることをしたり、言ったりしていない生徒
の成果率が９１．５％という数字はすばらしい事だと思います。
またこれらの取組みが「未来社会を創造的に生きる子どもの育
成」につながることを期待しています。

・紙の教科書の使用が少なくなると「書く」という作業が減ってい
く不安があるのではと思っていましたが取組の項目に入ってい
たので継続して選択していって欲しいと思います。子どもの体力
低下は増々進んでいくのではと心配です。社会全体で取り組む
課題と思います。

・英語力向上に重点を置いているのが確認出来る。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

3
３：

80％
以上

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2

黄色で示してある箇所は学校独自の成果指標です。

１：

70％
未満

Ｄ

4

【これまでの取り組みと改善策】

・外国語教育指導員（ALT）を計画的に英語授業に配置し、言語活動を行った。
・生徒の学習状況、授業進度にあわせ、外国語教育指導員と協力しながら授業を行った。

・主として技術科、家庭科、美術科においてものづくりの喜びを味わわせることを１つの目標とし、授
業で創作活動を行った。
・科学に対する興味関心を高めることを目的に、東京都事業「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」を
活用し、１学年生徒を対象に「体験型サイエンスマジックショー」を実施した。今後も都や区、企業が
実施する事業を活用し、生徒に様々な体験をさせていく。

・生徒アンケート「タブレット端末を活用した授業はわかりやすい。」肯定的回答86.6％
・生徒に一人一台配布されたタブレットPCは、授業や学校生活のツールとして定着しつつある。その
反面、使い方に関して指導が必要な場面が散見されるようになった。
・授業の中でのタブレットPCの活用は、とにかく使ってみる時期から、学習を効率的に進めることを意
識すべき時期に移行している。タブレットの使用場面を意識して授業の計画をしていく。
・デジタル教科書を活用し授業を行った。紙の教科書とデジタル教科書それぞれの利点を考慮して使
用場面を選択していく。

・生徒アンケート「私は人がいやがることをしたり、言ったりしていない。」肯定的回答91.5％
・道徳の授業を中心に学校生活全体で人権を意識した教育を実施した。いじめ防止を目的とした授
業を各学期に実施していく。
・生徒間トラブル発生時に迅速な対応を心がけ、いじめと判断されるものについては、人権教育の観
点での説諭を行った。

・生徒アンケート「私は前年度よりも体力、持久力が向上した。」肯定的回答68.0％
・昨年度の同設問での肯定的回答は71.2％であり、生徒の意識からも体力、持久力が低下傾向にあ
ることがうかがえる。運動系部活動以外の生徒については授業以外での運動の機会が少ないと考え
られるため、学校全体で取り組む活動を計画していく。
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